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群
馬
県
、
前
橋
市
、
関
東
森
林
管
理
局

な
ど
の
共
催
に
よ
り
、
毎
年
４
月
29
日
に

群
馬
県
立
敷
島
公
園
に
お
い
て「
敷
島
公

園
ま
つ
り
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
会
場
内
に
ブ
ー
ス
を
出
し
て
、「
み
ど

り
」
を
守
り
・
育
て
・
活
か
す
こ
と
の
大
切

さ
を
発
信
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
敷
島
公
園

に
は
約
２
万
人
の
方
々
が
来
場
し
ま
し

た
。
関
東
森
林
管
理
局
の
ブ
ー
ス
に
も
昨

年
を
上
回
る
方
が
訪
れ
、
順
番
待
ち
の
列

が
途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
ほ
ど
賑
わ
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
技
術
普
及
課
と
赤
谷
森
林

ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
が
協
力
し
て
、

「
山
の
日
」（
８
月
11
日
）
の
PR
や
「
木
の
し

お
り
」「
缶
バ
ッ
ジ
」
作
り
、「
森
の
か
け
ら

ス
ト
ラ
ッ
プ
」

作
り
等
の
体

験
を
行
い
ま

し
た
。

自
分
で
絵

を
描
い
た
紙

や

様

々

な

葉
っ
ぱ
な
ど

を
「

缶

バ
ッ

ジ
」
に
加
工

し
た
り
、
フ
ィ
ル
ム
に
挟
ん
で
「
木
の
し

お
り
」
を
作
っ
た
り
、
好
き
な
形
の
木
の

か
け
ら
に
絵
を
描
い
た
り
ス
タ
ン
プ
を

押
し
た
り
す
る
「
森
の
か
け
ら
ス
ト
ラ
ッ

プ
作
り
」
な
ど
、
参
加
し
た
子
供
達
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
を
友
達
同
士
で
見
せ

合
っ
た
り
、
記
念
撮
影
を
し
た
り
、
満
足

そ
う
に
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
緑
の
募
金
推
進
中
央
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
と
し
て
、（
公
社
）
群
馬
県
緑
化

推
進
委
員
会
、
群
馬
県
、
前
橋
市
、（
一
財
）

群
馬
県
森
林
・
緑
整
備
基
金
及
び
関
東

森
林
管
理
局
が
連
携
し
て
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、

ハ
コ
ネ
ウ
ツ
ギ
、
オ
リ
ー
ブ
、
ロ
ウ
バ
イ
の

苗
木
配
布
会
を
開
催
し
、
広
く
緑
化
の
普

及
を
図
る
と
と
も
に
、
緑
の
募
金
に
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
は
天
皇
陛
下
の
御
在
位

三
十
年
を
記
念
し
て
、
群
馬
県
知
事
ほ

か
県
議
会
副
議
長
、
広
瀬
川
河
畔
緑
の
少

年
団
の
子
供
た
ち
に
よ
る
シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令和元年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１８０号（２）

『
２
０
１
９
年

敷
島
公
園
ま
つ
り
』

～

め
ざ
せ

こ
う
え
ん
☆
マ
イ
ス
タ
ー

～

技
術
普
及
課

のぼりやパネルで｢山の日｣(8月11日)をPR

大賑わいの親子で｢木のしおり｣作り

天皇陛下御在位三十年記念ｼﾀﾞﾚｻﾞｸﾗ植樹

（左から３番目は大澤群馬県知事）

齋
藤
局
長
、
髙
野
群
馬
森
林
管
理
署
長
も

苗
木
を
配
布



高
尾
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
多
く
に
方
に
森
林
や
林
業
に
対

す
る
理
解
を
深
め
、
森
林
に
親
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
高
尾
山
の
国
有
林

と
施
設
を
活
用
し
て
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
令
和
元
年
度
５
月
ま
で
の

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

（
Ｆ
Ｓ
Ｓ
）
委
嘱
証
明
書
交
付
式
】

当
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
森
林
教
室

や
森
林
カ
レ
ッ
ジ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
く
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
「
フ
ォ
レ
ス
ト
サ
ポ
ー
ト

ス
タ
ッ
フ
（
Ｆ
Ｓ
Ｓ
）
」
の
委
嘱
証
明

書
の
交
付
式
を
４
月
13
日
（
土
）
に
当

セ
ン
タ
ー
１
階
の
展
示
室
に
お
い
て
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
森
林
管
理
局
署
等
に

お
い
て
実
施
す
る
森
林
教
室
や
体
験
林

業
等
に
つ
い
て
、
関
東
森
林
管
理
局
長

が
実
施
業
務
に
係
る
協
力
者
と
し
て
イ

ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
を
委
嘱
す
る
制
度
で

す
。
委
嘱
期
間
は
１
年
で
す
。

今
年
度
は
37
名
（
新
委
嘱
者
１
名
を

含
む
）
に
委
嘱
さ
れ
、
出
席
い
た
だ
い

た
25
名
に
当
セ
ン
タ
ー
所
長
か
ら
委
嘱

証
明
書
を
交
付
し
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、

Ｆ
Ｓ
Ｓ
の
制
度
、
活
動
の
実
績
と
計
画

の
説
明
、
安
全
講
習
等
を
行
い
ま
し
た
。

Ｆ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
に
は
、
当
セ
ン
タ
ー

が
開
催
す
る
森
林
教
室
等
に
毎
回
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
に
と
っ

て
は
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
も
Ｆ
Ｓ
Ｓ
の
皆
様
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り
良
い
森

林
環
境
教
育
の
実
施
に
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
森
林
教
室
】

教
育
機
関
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
森
林
教
室
は
、
出
前
を
含

め
て
２
ヶ
月
で
４
回
実
施
し
ま
し
た
。

４
月
19
日
に
中
央
区
立
佃
島
小
学
校
５

年
生
１
０
０
名
、
５
月
８
日
に
出
前
で

八
王
子
市
立
み
な
み
野
小
学
校
３
年
生

95
名
、
５
月
21
日
に
み
な
み
野
君
田
小

学
校
５
年
生
１
０
３
名
、
５
月
22
日
に

出
前
で
三
鷹
市
西
野
保
育
園
5
歳
児
25

名
が
参
加
し
、
森
林
の
働
き
や
林
業
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
、
丸
太
切
り
や
森

林
観
察
等
を
体
験
し
ま
し
た
。

【
森
林
カ
レ
ッ
ジ
】

今
年
度
第
１
回
目
の
森
林
カ
レ
ッ
ジ

を
５
月
18
日
に
27
名
の
方
が
参
加
し
て

実
施
し
ま
し
た
。
講
師
に
は
、
一
般
社

団
法
人
森
林
・
自
然
環
境
技
術
者
教
育

会
会
長
の
桜
井
尚
武
先
生
お
招
き
し
て
、

森
林
の
多
面
的
機
能
や
森
林
の
植
生
や

森
を
守
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か

と
い
っ
た
、
幅
広
く
丁
寧
に
講
義
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
高
尾
山
に
登
り
な
が

ら
樹
木
の
特
徴
や
人
工
林
の
育
て
方
な

ど
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
な
お
、
森
林
カ
レ
ッ
ジ
は
、
毎
年

５
・
７
・
10
・
１
月
に
開
催
す
る
予
定

で
す
。

（３）令和元年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１８０号

委嘱証明書の交付式

森林教室の様子

講義の様子(森林カレッジ)



【
協
定
イ
ベ
ン
ト
】

関
東
森
林
管
理
局
長
と
森
林
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
事

業
に
よ
る
協
定
を
締
結
し
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

東
京
会
、
森
と
で
ん
え
ん
倶
楽
部
、
森

と
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
高
尾
パ
ー
ク

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
の
４
団
体
と
協
定
を

締
結
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が

創
意
工
夫
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
年
間
35
回
・

１
、
３
０
０
人
の
募
集
定
員
に
よ
り
実

施
す
る
予
定
で
す
。

令和元年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１８０号（４）

高尾山での実習（森林カレッジ）

協定イベント：自然観察会（沢に住む生き物探し）

【
美
し
さ
に
秘
め
ら
れ
た
猛
毒
】

シ
ロ
タ
マ
ゴ
テ
ン
グ
タ
ケ
（
猛
毒
）

（
テ
ン
グ
タ
ケ
科

テ
ン
グ
タ
ケ
属
）

８
月
上
旬
か
ら
10
月
中
旬
ブ
ナ
科
及

び
マ
ツ
科
の
樹
下
に
単
生
か
ら
散
生
し

ま
す
。

カ
サ
は
、
３
㎝
か
ら
10
㎝
位
で
白
色
、

湿
っ
て
い
る
時
は
多
少
の
粘
性
が
あ
り

ま
す
が
溝
線
は
な
く
、
ヒ
ダ
は
白
色
で

離
生
し
ま
す
。

柄
は
、
７
㎝
か
ら
10
㎝
位
で
白
色
で

サ
サ
ク
レ
は
な
く
平
滑
で
す
。
下
部
に

は
白
色
の
ツ
ボ
（
外
被
膜
）
が
あ
り
、

上
部
に
は
白
色
膜
質
の
ツ
バ
（
内
皮
膜
）

が
あ
り
ま
す
。

毒
成
分
は
、
ア
マ
ニ
チ
ン
、
フ
ァ
ロ

イ
ジ
ン
な
ど
で
、
食
べ
る
と
数
時
間
後

に
発
熱
や
腹
痛
が
お
こ
り
、
や
が
て
各

臓
器
や
血
液
を
破
壊
し
死
に
至
り
ま
す
。

今
月
の
表
紙

「
松
川
浦
海
岸
防
災
林
復
旧

工
事
」

（
福
島
県
相
馬
市
）

平
成
23
年
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
発
生
し
た
津
波
は
、
松
川
浦
の
浸
食
を

防
い
で
い
た
護
岸
工
を
破
壊
し
、
多
く
の
立

木
が
流
失
し
ま
し
た
。

磐
城
森
林
管
理
署
で
は
、
失
わ
れ
た
松
林

の
再
生
に
向
け
、
風
害
・
潮
害
防
備
や
生
活

環
境
の
保
全
や
、
津
波
の
被
害
軽
減
効
果
を

考
慮
し
、
被
災
し
た
護
岸
工
の
復
旧
、
海
岸

防
災
林
造
成（
盛
土
工
・
植
栽
工
）
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
り
、
植
栽

か
ら
保
育
ま
で
の
一
定
期
間
の
森
林
整
備
を

行
う
民
間
団
体
等
を
募
集
し
、
現
在
14
団
体

と

協

定

を

結
び
、
海
岸

防

災

林

の

再

生

に

取

り
組
ん
で
い

ま
す
。

き
の
こ
特
集



（５）令和元年６月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１８０号

私
が
勤
務
し
て
い
る
磯
原
森
林

事
務
所
は
、
茨
城
県
北
東
部
に
位

置
す
る
北
茨
城
市
、
高
萩
市
の
一

部
を
合
わ
せ
た
約
２
、
８
０
０
ha

の
国
有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。

北
茨
城
市
は
名
勝
も
多
く
、
入

り
江
や
断
崖
絶
壁
の
続
く
五
浦
海

岸
、
常
磐
炭
田
、
二
ツ
島
、
五
浦

温
泉
な
ど
が
あ
り
、
特
殊
な
地
質

や
自
然
・
歴
史
を
学
習
す
る
た
め

の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
整
備
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

管
轄
す
る
国
有
林
の
大
部
分
は

花
園
花
貫
県
立
自
然
公
園
に
指
定

さ
れ
、
山
地
か
ら
海
岸
林
に
至
る

ま
で
様
々
な
自
然
環
境
を
有
し
て

い
ま
す
。

国
有
林
は
、
住
宅
や
道
路
な
ど

に
接
す
る
場
所
も
多
い
た
め
、
色
々

な
意
味
で
住
民
と
の
関
わ
り
が
濃

い
地
域
で
す
。
事
務
所
に
電
話
等

で
直
接
呼
び
出
し
が
あ
る
こ
と
も

時
々
あ
り
ま
す
が
、
日
々
森
林
を

パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
中
で
、
民
有
地

と
国
有
林
の
境
に
異
状
が
な
い
か
、

不
法
投
棄
さ
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
や
車

な
ど
は
な
い
か
、
林
地
の
状
況
を

見
な
が
ら
伐
採
は
可
能
か
、
搬
出

ル
ー
ト
は
大
丈
夫
か
、
今
後
の
造

林
や
必
要
な
森
林
施
業
は
何
か
、

な
ど
な
ど
、
色
々
考
え
な
が
ら
確

認
し
、
メ
モ
や
写
真
等
を
取
り
つ

つ
林
内
を
歩
く
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。管

内
の
国
有
林
で
は
、
伐
採
搬

出
か
ら
地
拵
え
、
植
付
等
の
一
連

の
作
業
を
同
じ
契
約
者
が
行
う

「
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
や
「
コ

ン
テ
ナ
苗
の
導
入
」
、
国
有
林
と

民
有
林
が
協
調
し
て
間
伐
を
行
う

「
公
益
的
機
能
維
持
増
進
協
定
」

に
よ
る
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
森
林
技
術
支
援
セ
ン
タ
ー

や
森
林
総
合
研
究
所
と
共
同
し
て

行
う
各
種
試
験
地
も
設
定
さ
れ
る

な
ど
、
先
導
的
な
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

近
年
、
全
国
的
に
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
被
害
が
拡
大
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
こ
と
茨
城
県
に
関
し
て

は
古
く
か
ら
狩
猟
が
盛
ん
で
あ
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
遠
い
昔
に
シ
カ

は
絶
滅
し
て
お
り
、
そ
れ
以
降
現

在
ま
で
シ
カ
に
よ
る
被
害
と
は
無

縁
の
環
境
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
最

近
、
「
県
境
か
ら
シ
カ
が
入
っ
て

き
て
い
る
！
」
と
い
う
目
撃
情
報

や
定
点
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
画
像

な
ど
が
時
々
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
来
て
お
り
、
収
穫
量
と
同
時
に

増
え
続
け
る
造
林
地
を
抱
え
、
少
々

不
安
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

磯
原
森
林
事
務
所
は
花
園
森
林

事
務
所
と
の
合
同
事
務
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
隣
の
席
に
も
う
一
人

森
林
官
が
い
ま
す
の
で
、
わ
か
ら

な
い
事
や
気
に
な
っ
た
事
な
ど
気

軽
に
相
談
で
き
る
た
め
、
と
て
も

助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
国
有
林
の
中
で
何
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
自
分
に
は

何
が
で
き
る
の
か
等
を
考
え
な
が

ら
仕
事
を
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

一貫作業システム

麓から見た管内の山々

二ツ島

新緑の大北渓谷
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私
が
勤
務
す
る
棚
倉
森
林
管
理
署

笹
原
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
南

部
に
位
置
す
る
東
白
川
郡
塙
町
に
あ

り
ま
す
。

塙
町
は
、
阿
武
隈
山
地
の
南
部
の

比
較
的
な
だ
ら
か
な
地
形
が
続
く
高

地
に
位
置
し
、
町
の
中
心
部
を
森
林

が
囲
む
よ
う
に
分
布
し
て
お
り
、
清

ら
か
な
渓
流
や
四
季
折
々
の
自
然
景

観
が
残
る
の
ど
か
な
地
域
に
約
８
、

７
０
０
人
が
在
住
し
て
い
ま
す
。

農
林
業
を
中
心
と
し
た
産
業
が
主

体
で
、
水
稲
や
酪
農
、
畜
産
の
ほ
か
、

こ
ん
に
ゃ
く
、
リ
ン
ゴ
等
の
生
産
、

林
業
等
が
盛
ん
な
町
で
す
。

ま
た
、
塙
町
の
あ
る
東
白
川
郡
周

辺
の
気
候
は
東
北
地
方
の
中
で
も
比

較
的
温
暖
で
、
肥
沃
な
土
壌
が
多
く

存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か

ら
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
と
し
た
林

業
が
積
極
的
に
営
ま
れ
て
い
る
地
域

で
も
あ
り
、
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

活
か
し
て
町
内
に
は
、
日
本
最
大
規

模
の
製
材
工
場
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

私
が
管
轄
す
る
笹
原
森
林
事
務
所

で
は
、
約
５
、
８
０
０
ha
の
国
有
林

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
管
内

の
国
有
林
は
、
林
地
生
産
力
が
高
く
、

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
生
育
は
福
島
県
内

で
も
良
好
な
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
管
理
す
る

国
有
林
の
80
％
が
人
工
林
と
な
っ
て

い
る
等
、
棚
倉
森
林
管
理
署
管
内
で

も
人
工
林
が
多
い
森
林
事
務
所
で
す
。

当
森
林
事
務
所
の
平
成
31
年
度

（
令
和
元
年
度
）
の
事
業
量
は
、
署

全
体
で
４
９
、
０
０
０
㎥
の
素
材
生

産
量
の
内
１
８
、
０
０
０
㎥
、
新
植

（
地
拵
・
植
付
）
70
ha
の
内
19
ha
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

棚
倉
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
数

年
、
契
約
林
の
期
間
満
了
に
伴
う
売

払
等
の
増
加
に
よ
り
新
植
が
１
０
０

ha
を
大
き
く
超
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
新
植
・
下
刈
等
の
低
コ
ス
ト
化
・

省
力
化
が
重
要
な
課
題
と
な
り
ま
す
。

現
場
の
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
の
森
林
官

と
し
て
、
現
地
踏
査
か
ら
適
切
な
森

林
施
業
の
判
断
を
行
い
低
コ
ス
ト
化
・

省
力
化
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
日
々
森
林
と
接
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
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塙町の町並み

製材工場

清らかな清流

新植箇所立木販売箇所（搬出の様子）


